
（別紙３）

～ ８年　２月　６日

（対象者数） 9 （回答者数） 6

～ ８年　２月　６日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・福島整肢療護園小児精神科医との連携を図る。

2

・福島整肢療護園小児精神科医との連携を図る。

3

・交流保育回数・内容の充実を図る。
・保育所と交流することで、職員のスキルアップを図る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・令和８年度より送迎を行う。
・送迎を行うことで、療育の機会が増える。

2

・人員の確保
・人材育成を行い、職員のスキルアップを目指す。

3

・事業内容が広い ・障がい特性によりクラス分けを行っている。
（肢体不自由児・医療ケア児・発達障がい児・母子通所）
・保育所等訪問支援事業・地域支援機能強化事業・居宅訪問
型児童発達支援）
・福島整肢療護園との連携。

・多職種が働いている。
・専門スタッフに相談できる。

・多様な情報を得ることができ、視野が広くなる。
・専門性を活かした支援ができる。

・法人内施設保育所と情報共有を図り、交流保育を行ってい
る。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・立地が悪い
・送迎がない

・送迎がないことで利用が難しくなり、利用回数が減る。
・利用回数が減ることで、療育の機会が減る。

・放デイ長期休暇利用の為、児童に調整が必要となる。 ・放課後等デイサービスも行っている為、午前の利用児の調
整を行わなければならない。

８年　１月　１９日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ８年　３月 10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 いわき福音協会　児童発達支援センター　エデンの家

○保護者評価実施期間 ８年　１月　１９日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表
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